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スーパーの買い物が
難しい

※キャッシュレスレーン
※有料のレジ袋
※セルフレジ

オンライン何？
デジタル社会？
わかりにくい言葉

コロナ渦により買い物に
行ってもらえない

外出が思うようにできな
い

大型画面３２型以上のタッチパネル式の注文で
画面も１画面で実現し画面遷移は１階層のみとし
操作が簡単な仕組みにしています。
弊社が大切にしているQOLの向上とは「生活の
質」、「生きがい」や「満足度」という意味だけでは
なく、人が人間らしく満足したなかで生活し、自分
らしい生活が送ることが出来るようにパソコンが
そのお手伝いをするという概念です。

病気の疾患によっては購
入してはいけない
ものがある

デジタルをうまく活用で
きていない

商品を見る、比べる
吟味

することで、前頭葉の刺
激に

IT/ICT技術の構築で実現したエントレネットスーパーは、重たい物を買うことが困難になってきた利用者の方に大きな反響
があった。特に人気なのは送迎者で持って帰れる事。よく売れるのはお米、トイレットペーパーなど日常的に欠かせないが
一人で運ぶのが困難なものであった。送迎ドライバーやスタッフの協力で成し遂げることが出来たこの取り組みは、利用者
様だけでなく家族様にも喜ばれた。またスタッフも社内で購入することができるため好評である。デジタル社会に取り残さ
れている高齢者に取ってエントレネットスーパーは身近な存在になり〝若返りの実現〟ができているように思う。また、地
元農家の協力のもと直売買いも行った。地産地消に繋がりつつ、地域の方との連携が今後はもっとできるように期待してい
る。さらにシステムの中に個別の既往歴をデータベースに入れることで食べることができない食品リストを買い物選択画面
から非表示にする。認知症の方の買い物重複を避けるなど情報を駆使しどんな状態であっても安心して買い物ができる環境
を整えることが在宅生活の中の一番の自立支援につながると考えている。

オンラインスーパー開発・運営
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３２型タッチパネルPCの画面より特産物、食料品、お土産等をICT技術で買い物を行う高齢者向けのネット販売サービス

高齢者向けの安心・安全・栄養不足解消の販売事業 特許出願中！！
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無人販売システム
・折り畳み机２個
・折り畳みかご ４個
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